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１１
月
２３
日
は
、二
十
四
節
気
の「
小

雪
」
で
す
。
雪
が
そ
ろ
そ
ろ
降
る
頃

で
す
が
、
里
で
は
、
も
う
少
し
先
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
日
は
、
今
年
は
「
勤
労
感
謝

の
日
」で
、祝
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
知
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
と
思

に
い
な
め
さ
い

い
ま
す
が
、
昔
は
「
新
嘗
祭
」
と

言
い
ま
し
た
。
採
れ
た
新
し
い
穀
物

を
神
に
供
え
、
収
穫
を
感
謝
し
た
日

で
し
た
。

七
十
二
候
は
、
小
雪
の
初
候
、

「
虹
か
く
れ
て
見
え
ず
」
で
す
。

雨
が
少
な
く
な
り
、
虹
が
見
え
な

く
な
り
ま
す
。

一
茶
の
句
は
、初
時
雨（
は
つ
し
ぐ

れ
）か
ら
拾
い
ま
し
た
が
、そ
れ
も
、

義
仲
寺
へ
行
っ
た
と
い
う
句
で
す
。

義
仲
寺
（
大
津
市
）
は
、
芭
蕉
の

終
焉
の
地
で
あ
り
、
一
茶
も
訪
ね
て

い
た
の
で
し
ょ
う
、
初
時
雨
の
頃
、

そ
れ
も
急
い
で
行
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。一

茶
は
お
弟
子
に
、
自
分
の
マ
ネ

は
す
る
な
、
芭
蕉
に
従
え
と
言
っ
て

い
ま
す
。

（
文
・
宮
川
洋
一
）

キンモクセイより遅い晩秋に咲くヒイラギの花
とその控えめな香りが、私は大好きです。
キンモクセイが嫌いという訳ではないのです

が、花の香りがヒイラギのほうが上品で、今や絶滅
危惧種の大和撫子を彷彿させるからでしょうか…。
雌雄異株で、老木の葉は棘が無くなります。

虹蔵不見
（１１月２３日～１１月２６日）
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「
品
の
あ
る
色
と
香
り
」

北
村

豊

（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）
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【
七
十
二
候
】

ぎ

ち
ゅ
う

じ

義
仲
寺
へ
い
そ
ぎ
候
は
つ
し
ぐ
れ

一
茶
（
し
ぐ
れ
会
）


